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　受精蘭（産卵後1蒔闘「！・］）の寮卵が高温或はその他の　　　に一神に20～30蛾宛入れて，1時聞塵卵せしめ慮ちにそ

衝燃を受ける時にはmerogony，　mosaic，　polyploid，　　れそれの処理（後述参照）を行つた。従つて卵が産出さ

parヒhenogenesis，戴1よgynandromorph，等の轟状発生　　　れてから処理までの経過Il寺間は簸も短し・ものは殆ど慮後

個体を生ずることは，橋本（1934），田島（1939），川口　　　長いものでは1；！翻IIを経過していることになる。以下紀

（1934），佐藤（1934，工942），市川（1952，1954）及び　　　載に嶺つて1よ最後に騰出された卵をジi蝋Bとして澱卵後何

Astaurov（Z937）等多くの人々によつて報告されてい　　　1咽LIIと呼ぶことにするth

る。禰本（1934）はnlerogony個体の生成には2精核　　　　卵の処理法1よ温渤淡では二重ビーカーを用い45°C　lこ

の結禽を必要とすることを遺伝学的見地から推楚し，又　　　3ノ，61，151，20！間夫々浸漬し，駝黙法では恒温器を用

佐藤（1942）はこれを細胞学的に立註したが，その後の　　　いて45・Cに30ノ，或は1瑚｝ll接触せしめ，冷蔵法は0°～

発生状態については栄知の点が夢し・。蒋齋等は廻に　　　2σCの冷蔵置緯を使胴し2時間叉は3時ド1臓触し，遠心漁

merogonyのその後における発生機｛薄を究明する目的で　　　では1分間2，〔｝00回転に3’作用させた。以上の衝響iは

本爽験を闘始し，先ずmerogonyの研究に重要な一要　　　鳶刎1或はβF用した（第1表）。

件である同個体を多数徳る方法と，卵内における精核の　　　　卵の発生学酌研究（雄核の行動）の材料には（日115

動向及び発育について研究し・薪干の知見を得たので，　　　×支工08）｛R×tU2　Sの卵に乾熱処理（40°Cをこ1！堵r爾搬角虫）

その大暑を報告する。　　　　　　　　　　　　　　　　を施したものを用い，卵の固定はCa「noy氏液を用い・

　趨稿に当り御指導と御援助を頂いた八木誠政教授並び　　　パラフィソ法によつて7μに切載，Heidenhein灰鉄ヘマ

に小山畏雄講師に対し併せて深甚なる謝意を捧げる・　　　　トキシリソをもつて染色して鏡検した。尚，卵の発育が

　　　　　　　案験欄及鵬　　　謬灘蹴二聯糠論lll欝灘鴛
　材料としてはアモイモリコ　pmド，臼115×麦108等の黒　　　後に調査算定した。

色卵（優性）の雌と第二白卵（ω2），燈色卵，及び紅色

卵等の劣性赤色卵系の雄との聞のF1卵を用いた。但し　　　　　　　　　実験結果及び考察

1璽欝常器謝難ヒ鷺翻1㌧響董号・繋婁締膿糟螺餐
6°kv・3mmAP・°・5mmアルミニ・一ムフィル ﾉ　×。，硬用いて，各搬鰯灘行つたその謙を示
使用，距離20cm，20分間照射，簑温28°Gで，　radium
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すと第1表の如くである。
は10m孤キューリー・，距離5mm，50時間作用（約1，500

・ソ・ゲ・）であ・・又羽化・麟を産卵時間櫛の総空器認謙警緊r蔓瑠灘蹴

鍵灘墨難鑓畢潔繍1難激・臨響鷲㌫
＊儒州大学繊維学部遺伝学研究室　　　　　　　　　　　　が単処理区よりも比較的良好な成績を収めた。又遠心分
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ag　1象　各種処理方法とmerogonyの発現
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IL　高温擾触卵内の精楼の動向とその廃育

離法は効果が無いことを知つた。今比較的妊成績を収め　　　　1盤卵后乾熱処理を施したものを一定時間毎に固定し鏡

たものを挙げてみるとX－ray一温湯20！（29・3％）・乾熱　　　検して精核の動きと，その発脊状況を調べ次の繕果を；得

40！（15・S％），冷蔵一温湯10！（12・3；’の・τod｛um一温湯　　　た。これを無処理卵と対照し乍ら稲述する。爾卵内にお

2°ノ（11・8％）・となつている・然し乍らA・・r…1・・は　ける精核の半掟は懸状4頒，巨嚇、葺芒の撫（麟19

温魔とX－・ayを併肌て100％に近い発現率を醤たとい　42）と卵核との形態｝！嵯異から判断した、

い・田島（1947）も処理如何によつては70％近く可能だ　　（1）産卵盾1i｝糊（処耀正励

と報じ，5（as川（1952）はH・ter・δを用いて25％以上　　卵の内細こ進入した精核は噸も観察出来なかつた。

の異状胚子を得た（merogonyの発現率はそれ以上であ　　　処理卵では1隠闘後においても大部分は精孔の附近に千事

ろうと推康する）ことを報告している。これは著辮が　　　滞しているものと思われる。川口（ヱ926）によると無処

得た実験結果からみ磁かに多い・この点に関しては蚕　理卵では醐∫爵20分頃まで購独岬訂辺細腰脈蝋む

の系統及び処理法の面から更に攻究する必要があるQ　　　　らがり卵内部には未だ進入していないという。一一力卵核
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では第1成熟分裂と思われるものが2～3の卵に見られ　　　れるものが観察された。この頃に無処理卵においては卵

た。碕多数のプレパラ幽トを観察したのであるが，この　　核と精核との合一（受精）が行われつつある（Photo，2）。

時期の卵は（処理直后）固定が極めて困難で極体原形質　　　これは佐藤（1926）の観禦と符・している。無鰻塁卵に

の部位が濃色に汚染するものが多い。　　　　　　　　　　おける精核はよく発達した繊細なる星状糸を有しあたか

　（2）騰卵眉2時間（処理后1時閥）　　　　　　　　　　　も卵核を獲えるのに姫都舎である。これに反し処理卵の

　精核は星状物質を日：1して卵表より20～50μ内方に進入　　　精核のものは粗雑で且っ数も少い。乾熱（40°Gに1時

している（Photo．工）その数は2～5個を数えた。卵核　　　聞撞触）の衝蝦1ま卵核のみならず粒核にも強度の影響を

は卵表に近く崩壌状態にあるものや第2成黙分裂と思わ　　　4えるものと考える，佑藤（1642）によれば高温セこ対す

　　　　　　　．瓢　　　　　　　　　．蝿　　　　　る抵抗加糊如力湖骸よ
・　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’1　　　　　　　　i’　　　　　　　　　　出　」

　　　　　　　　　　　　叉助m
第1図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2図

　（3）　握…卵盾3時購1（処理后2時闇）　　　　　　　　　　　　　と推定する。

　卵内に存在する精核の数は3～5個から最高9個発見　　　　次に精核から放射している精芒の状態を観察するに長

された（川口1926，は最高10数個見ている）。精核はこ　　　く伸びているものや，発逮不充分なもの等が様々であ

の頃において活濃に泳鋤するものと思われる（Photo・3）　　る。2精核の接合するに当つてはこの星糸状物質もそれ

又精核の分布にっいてみるに2～3個が接近して存する　　　に関与するものと思われるがその作用力（牽引力或は趨

ものや非常に離れて存在しているもの等もあるが，然し　　　動性）にっいては明確でない。唯相互間の接合の機会を

卵内に於ける精核の行動範囲には限魔があるように思わ　　　多くなさしめることはいえる。飯田（Z942）はウn卵に

れる。第1図は多数のプレパラートを鏡検した申で，扇　　　おける受精の際の星状糸の作用について積極的な説を述

平に裁れたもの，12個卵に現われた精核の分布を平面図　　　べているが，著辮は2精核聞を結ぶ星状糸を1例につ

にしたものである。これによると精核の活鋤可能な範囲　　　いて観察した（Photo，4）。

は卵の長径溺弓程度の精孔側脚ま楕円形の部分である。　　以上の馴丙からこの時期に精核の運鋤が最も活iffであ

今これを産卵后4時聞目の無処理卵の割球核の分布状態　　　るとすればrnerogonyの基となる2精核の接合も最も

第2図（これは5個の卵について画いたものである）と　　多く行われるべぎであるが，爽際鏡検の際には容易にそ

比較してみると両者の分布状態は多少異っていた。印ち　　　の機会に遭遇しない。著轡等は多数のプレパラートを観

精核の分布は卵表に近く楕円形の範囲であるのに比し割　　　察したのであるが2精核接合の場圃を観察したのは，こ

球核のそれはやや内方に位概し且つ円形である。然し双　　　の期が初めてで，確実なる場面は3例，不確集4例であ

方共大差はなく卵の長径ヲ≦精孔側の卵内容物が精核の運　　　つた（Photo・5）。又佐藤（1942）は2例について報告

動や初期卵割に適しているものと考える。叉この範囲が　　　している。著蕾等は接合観察例の少い原因は接合速度の

ある為に精核相互の接合が惹起される一原因ではないか　　　速いことに帰因するのではないかと推定している。他力
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無処理卵ではこの時期に4～8個の割球が観察される。　　　1よ漿液膜細胞が1」1来始めている（Ph〔｝t【⊃、：L（））oこれは無処

　（4）産卵后4時聞（処理后31剛111）　　　　　　　　　　　　理卵と殆んど圃穫度の発、1ζ状態であゐ。糊温処理を受け

　接合しない精核が卵内を泳動しているがドー・一：h’では接　　　た卵でもその障llに．耐えゾこものO：t｝）’f／L・卵后1｛｝il右欄国におい

合核の分裂によつて出来た1馴蝶が3～5個観禦される　　　て麻ほ無処理卵¢）発育と岡様に取つ汰二，，一力辺延したも

（Ph・t・・6，7），このものは21言撒の接合核から由来し　の・ぐはII七の時期にお、・て2　nii骸の接琳諏1，ている4・の

たものか・或は卵核（雌性原1亥）と精核との受粘によつ　　　もあつた（PhQto，9）、，叉割／ll士ミが不llllulに一側に片帯つて

て牒たものか畔腱出来ない・この剛り1の無処翻旧で　いる卵も裾，された（1・h。t。，1．1）調｝、㌦拗螂ではこの様

は割球8～1鰍個見られるので・処理卵の．，舗㈱駅の　オに誕噺がしばし㈱藤されるが，モれらの大音ll分僻が

分裂）はそれに較べて21削・納夕腿滞しているものとゴ哲　て死泌鱒かれXq、？1、のと，翫，れる，，

えらナしるo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）　燦卵J’if451i寺li｝］（処：盟！11f46ド寺間）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この時期に歳為と卵色が親われてく竃頭）で劣機形蝦を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発覗したrnet’o寓Ony卵寮ゴ分離すゐ蝋とが昂淑署〕【，その

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胚子を観’1した紬昂1よ川！1火した頭摺及び1瀞撚ご備え殆ん

rli購，辮織継　紳　　驚雪驚し、繍ll講慧欝糊膿
　　　ec　3図　卵内の剖球（b）は精核の発育（縢卵盾　　　　merogony個体の生成と，高温接触卵1ノ；1に於ける維核の

　　　　　　　6時間）　P……は極体　　　　　　　　　　行動について観察した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）rnerogony個体の発響講ElよX－rayとその他の処理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を併用したものが比較酌艮好で，最高X－「ay｝温湯区に

　（5）産卵后6時闇（処理盾5時1！閉）　　　　　　　　　　　於いて29。3％を示した。

　既に接合（又は受精）を了え卵割を行つているもので　　　2）高漁搬触を受けた卵では，蕉醐隔2時間目から精核

は分裂が非常に盛んである。帥ち分裂申期の像が多くの　　　が卵内に進入する場面が観，J鱒れた。

切片に見られた（Ph。to・8）。仙方著しく卵剖が遅れて　　　　2精核の接舎は騰卵后3噂聞目から観察され・最も遮

いるものや（割球3～5個位）なお精核の彷襖している　　いものでは10時間目に於ても認められた。

ものも多く見られた。発育卵と発育不良卵との差剃がこ　　3）高温接触邨内で精核が泳鋤可能な範囲（ai9．　Nの長繰溺

の頃から急に判然としてきたように思われる。第3図は　　　胴精孔側の，楕円形窟画く部分であ為。

卵表に2個の極体と1個の大型有糸分裂相と卵内にまぱ　　　4）澱卵盾高温処理を受けた卵でも，その后比較鵠雫期

らな割球が観察されたもので，2個の極体は第工極体の　　　（塵卵暦4h以内）に接含（3こは受精）をなしたものは

再分裂により，大型有糸分裂相は第2極体と卵表に逆行　　　騰卵后101團！】厨で卵割が無処理卵のものとほぼ同様とな

した雌性原核との融合核と考えられる（佐藤，Z934，　　　り，蝕こ45時間目のmero即nic胚『Fは無処理塑口の胚子

1942）。従つて卵内の割球核は精核の発育と推定して誤り　　　と殆んど差異はなかつた。然し他方，卵害1の不規貝llなも

ない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のや，発育の非常に遅れたものも多く見られた。これら

　（6）巌卵后工0時間（処理后9時間）　　　　　　　　　　は接合が箆に遅れたか『蚊は異常であつたものである。

　発育の順調なものでは割球が全体に及ぼし卵の弄i梱に
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